
保護者・地域住氏との提携部会

肩伺力、オＬ７ｆご竺字ニオ交一＝６＜ ＵそことかＺざし－て

研究の内容

Ｉ研究の方法

（１）研究の柱

・学校と地域・保護打・との関わり方．ｉ１Ｍ$の方簸について

・学校・子どもたちが地域の人々や保誕打とのつながりを生み出す実践

・研究の成果の共有（情報の発信も視野に入れながら）

（２）各部員が，各校の実践（子どもたちの変窓の様子，’''１題点，悩み等）を報告し，

それについて情報交換・協議し，研究を深める。夏季学習会では誰Iiiliを招きnM論

研究を行う。常任識I1iliの先生力に，常時ご助言．ご指導をいただく。

（３）保護者・地域との連挑について授業実跿を通して研究を深める。

２実践発表と授業研究

（１）ノjl1納岩小「保護者・地域住民を巻き込んでの取り組み」の実践発表

・イTIlli物回収，花作り，地域のお年寄りとの交流の発表

（２）東雲小「保識者・地域Ⅱ:民と提桃した取り組み」の実践発表

・寺子屋の実践，道徳の実践発表

（３）勝Ｗ{小「保識打・地域と提携した取り細み」の実践発表

・学習支援ボランティア，保育|ﾎ|との遮桃，地域の施設を利川した取り組み等の

発表

（４）’'１梨小「保識肴・地域住民と提桃した取り組み」の実践発表

・親子活動，地域のil9/i齢者との迎携，保fiMとの連桃，聾学校との交流の発表

（５）ｊ|:ＤＭ、「仰識者・地域との連桃を学校教育に活かすために」の実践発表

・金環日食の観察会，林間学校の脂導，ふれあいまつりの取り組みの発表

（６）牧一'１，「保;(11者・地域(１２氏と提桃した取り組み」の実践発表

・ＰＴＡ活動，｜Ｊ１読ボランティアの取り組みの発表

（７）夏季学習会…授業案検討・臨地研修

・臨地研修…「根津記念館」視察

（８）授業研究第５．６学年総合的な学習の時間「地域の伝統文化に親しもう」

竹川きよみ先生（岩手小学校）

ねらい………○ゲストテイーチヤーの話をｌｌＩ１いたり，太鼓のiij〔秦の仕方を教えて

もらったりすることを通して，「\十手太鼓」や，伝統を守ってき

た地域の力の思いや願いについてMiVする。

授業の流れ…滑手太鼓を伝承してきたゲストテイーチャーから，雁史や練習・減

奏の様子等について話を|ﾙlいたり，mlllしたりする。岩手太鼓の'''１

き方を教わり，感想を発表し合う。

児童の様子…リ1章はゲストテイーチヤーの話をしっかり聞いたり，メモをしたり

しながら意欲的に取り組んでいた。太鼓の演奏を教わる場面でも，

伝統に対する児童の熱意や誇りが伝わってきた。

Ｉ 
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（９）ｉＰｌＩ１金'１，「保謹判・・地域と連桃した取り細み」の実践発火

・学校林自然学習会，神金フェスタ，編祉施設訪'''1の取り組みの発表

（１０）や国教研還流報告清水千存教頭先(|ミ（井尻小学校）

・各ﾘiLの実践報告，田富'|］「弁当の１１」の取り組みの発表

（ｌ’）Ｉ］下部小「係識者・地域と提携した取り組み」の尖践発表

・お年寄りとの交流，親子ｌｉＭ)jの取り組み等の発表

（１２）王宮小第１学｛Ｍｉ活科「〈さきもわたしもころもがえ」の実践発表

・地域素材・地域人材･を活川した授業実践の発表

（１３）授業研究第1学年道徳「はたらくってかっこいい」

小川洋子先生（勝沼小学校）

ねらい………○働くことのよさを感じて，みんなのために働こうとする気持ちを

持たせる。

授業の流れ…係識者５人をゲストテイーチャーに招き，仕事をしていて，うれし

いこと，良かったこと，大変なことなどの話を'111く。それぞれの児

流あてに家の人が書いてくれた手紙を読み，仕事の大変さを知る。

児童の様子…Ｍ'iのゲストティーチャーから話される内容をしっかりと|}|｜いてい

た。話の内容への関心が商<，つぶやきが多くあった。両親からの

手紙を読み，’三|術，｜と1分たちのために，あるいはみんなのために('二

恥をしている姿を考えることができ，また，家族から愛されている

自分の存在にも気づくことができ感謝の手紙を書くことができた。

Ⅱ成果と課題

１成采として

○各校での保護者・地域との連|ﾉﾘについて協議を行う中で，様々な連挽の在り方につ

いて学べただけでなく，その''１で出された成果，課題について理解を深めることが

できた。

○保継者・地域人材・地域教材を効果的に活川した授業ｲﾘ|:究をすることができた。

授業案検討，当|］の研究授業と，参力１１者･全員による共同研究として取り組むことが

でき，とても意義のある授業研究となった。

○２本の研究授業をj、して，保誠折や地域住tRiとの連挑によって，授業内容の深まり

や，子どもたちの卿１床・関心がﾘｶ!まることが感じられた。そのためには，「l々の実

践の｢'１で，保識者やllll域住民とのつながりを強くしておくことが諭要であることが

わかった。

２課地として

○研究授業を２本しっかり行えたことの意義は大きい。学べたことを盤nＭし，｜÷|校の

実践に少しでもいかせるようにしたい。

○学校と地域とのつながりは，それぞれの学校によって異なっている。ｎ分の学校に

ついて振り返り，迎携のあり方を考えていくことが求められている。

○蛎例集の作成など，研究内塀が他の部会の人にもいかしてもらえるような方法につ

いても考えていきたい。

Ⅲ成果物

○学習指導案２本・学習ワークシート○各校の実践レポート○理論研究資料

（部長飯室美111i）
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